
７
月

日
投
票
の
参
院
選
で
、
県
労

10

連
・
三
八
地
労
連
が
推
薦
し
た
野
党
統
一

候
補
・
田
名
部
匡
代
さ
ん
が
見
事
当
選
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
当
選
確
実
が
打
た

れ
る
直
前
ま
で
２
万
票
も
の
差
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
元
八
戸
の
票
が
最
後
に
入
っ

た
こ
と
で
大
逆
転
と
な
り
ま
し
た
。

７
月

日
に
議
員
と
し
て
の
任
期
が

25

始
ま
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
田
名
部
さ

ん
を
推
薦
し
た
組
織
と
し
て
、
安
保
法
制

＝
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
回
復
の
課
題

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
働
く
も
の

の
暮
ら
し
と
権
利
を
守
る
た
め
に
、
田
名

部
議
員
の
今
後
の
活
動
を
支
え
る
一
員
と

し
て
の
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

参
院
選
の
結
果
は
、
改
憲
勢
力
が
参
議

院
で
も
三
分
の
二
を
占
め
る
残
念
な
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、

の
一

11

人
区
で
野
党
共
闘
が
勝
利
し
た
こ
と
、
と

く
に
東
北｢

５
県｣

で
の
勝
利(｢

護
憲｣

に

つ
な
が
る
と
述
べ
る
人
あ
り)

は
、
政
治

変
革
の
兆
し
を
見
た
と
思
っ
て
ま
す
。

全
労
連
の
小
田
川
議
長
は
７
月

日
28

か
ら
の
全
労
連
定
期
大
会
で
、
今
後
安
倍

政
権
の
権
力
的
な
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま

り
、
議
会
制
民
主
主
義
の
危
機
が
深
ま
る

と
警
鐘
を
な
ら
し
、
全
労
連
結
成
の
原
点

を
再
確
認
し
、
改
憲
を
主
張
す
る
自
民
党

政
権
の
下
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
続
け
て

き
た
憲
法
を
社
会
全
体
に
い
か
し
て
い
こ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
下
で
拡
大
し
続
け
る
格
差
と
貧

困
、
労
働
者
の
暮
ら
し
と
雇
用
環
境
の
改

善
に
向
け
、
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
大
き
な

運
動
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
地
労
連
と
し
て
も
、
職
場

・
地
域
で
の
活
動
を
強
め
、
労
働
者
・
市

民
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

６
月

日
、
八
戸
市
立
湊
中

26

学
校
で
第

回
青
森
県
・
第

60

49

回
三
八
母
親
大
会
が
開
か
れ
４

９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
中
は

分
科
会
と
２
見
学
分

8

科
会
、
２
講
座
及
び
う
た
ご
え

喫
茶
で
し
た
。
受
付
近
く
の
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
う
た
ご
え
喫

茶
に
は

人
以
上
が
参
加
、
３

70

階
ま
で
の
吹
き
抜
け
構
造
の
場

所
だ
っ
た
の
で
元
気
な
う
た
ご
え
が
全
館

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

午
後
は
全
体
会
が
行
わ
れ
、
参
院
選
野

党
統
一
候
補
の
田
名
部
匡
代
さ
ん
と
は
ち

の
へ
九
条
の
会
の
内
田
弘
志
さ
ん
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
池
田
恵
理
子
さ

ん
が｢

戦
争
へ
の
道
は
許
さ
な
い
︱
女
た

ち
の
戦
争
と
平
和｣

と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
ご
自
身
の
経
験
を
通
し
て
、
「
慰

安
婦
」
問
題
の
扱
わ
れ
方
・
報
道
の
さ
れ

方
の
変
化
は
戦
争
へ
の
道
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
大
き
い
と
語
り
ま
し
た
。
県
内
の
運

動
と
し
て
、
生
存
権
裁
判
と
年
金
裁
判
運

動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
戦

争
法
を
す
み
や
か
に
廃
止
す
る
こ
と
と
立

憲
主
義
の
原
則
を
回
復
し
憲
法
九
条
を
守

り
生
か
す
こ
と
を
決
議
し
、
各
地
区
の
エ

ー
ル
交
換
を
行
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

県
母
親
大
会
は
今
回
で｢

お
休
み｣

と
な

り
ま
す(

地
区
ご
と
の
大
会
は
継
続)

。
こ

の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る
大
き
な
大
会
が
な

く
な
る
の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
地
労
連

・
年
金
者
組
合
と
生
健
会
は
、
駐
車
場
と

街
頭
案
内
を
担
当
し
ま
し
た
。

市
営
バ
ス
労
組
定
期
大
会

７
月

日
に
開
催
さ
れ
た
八
戸
市
営

19

バ
ス
労
組
定
期
大
会
。
こ
の
一
年
、
職
場

要
求
を
担
っ
て
団
体
交
渉
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
前
進
を
か
ち
取
り
、
二
回
目

の
定
期
大
会
を
迎
え
ま
し
た
。
嘱
託
職
員

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
合
の
が
ん
ば

り
に
敬
意
を
覚
え
ま
す
。
地
労
連
と
し
て

出
席
、
「
継
続
は
力
。
さ
ら
な
る
前
進
の

た
め
に
組
合
員
の
拡
大
を
」
と
述
べ
ま
し

た
。
写
真
は
大
会
最
後
に
行
わ
れ
た｢

団

結
が
ん
ば
ろ
う｣

。
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が

と
て
も
い
い
で
す
ね
。

【
当
面
の
日
程
】

８
月
６
日

ヒ
ロ
シ
マ
の
日
行
動

:

は
っ
ち
前

13
30

８
月
６
日

｢

原
爆
と
人
間｣

展
、
は
っ
ち

:

～

:

、
８
月
８
日
ま
で

10
00

19
00

８
月
７
日

核
兵
器
廃
絶
朝
市
署
名
、

:
:

館
鼻
岸
壁

6
30

８
月
９
日

ナ
ガ
サ
キ
の
日
行
動

:

は
っ
ち
前

13
30

８
月

日

地
労
連
幹
事
会
②

11:

教
組
事
務
所

17
30

８
月

日

核
兵
器
廃
絶
・
朝
市
署
名
、

14:
:

館
鼻
岸
壁

6
30

８
月

日

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

19グ
、

:

三
日
町
交
差
点

13
30

８
月

日

核
兵
器
廃
絶
・
朝
市
署
名
、

21:
:

館
鼻
岸
壁

6
30

８
月

日

原
水
禁
世
界
大
会
報
告
会
、

26:

福
祉
公
民
館
・
予
定

18
30

８
月

日

県
労
連
定
期
大
会

27

８
月

日

核
兵
器
廃
絶
・
朝
市
署
名
、

28:
:

館
鼻
岸
壁

6
30

９
月
６
日

６
・
９
行
動
、

:

三
春

13
30

屋
前

９
月

日

三
沢
平
和
学
習
会

10

９
月

日

青
森
年
金
裁
判
第
２
回
口
頭

16弁
論
、

:

青
森
地
裁

14
00

９
月

日

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

19グ
、

:

三
日
町
交
差
点

13
30
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７
月
２
日
、
八
戸
市
福
祉
公
民
館
で
三

八
地
労
連
第

回
定
期
大
会
が
開
催
さ

28

れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
高
教
組
の
寅
谷
代

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
道
議
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
県
労

連
副
議
長
・
田
村
儀
則
さ
ん
が
三
八
地
労

連
の
活
動
を
評
価
す
る
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
日
本
共
産
党
三
八
地
区
委
院
長
・
松

橋
三
夫
さ
ん
は
戦
争
法
廃
止
の
活
動
の
前

進
と
参
院
選
で
野
党
統
一
候
補
の
の
勝
利

を
か
ち
と
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
新
岡
事
務
局
長
か
ら
、

事
前
配
布
の
議
案
書
と
当
日
訂
正
・
配
付

さ
れ
た
決
算
案
、
予
算
案
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
点
は
次
の
通
り
で
す
。

【
寺
下
】
組
合
費
は
毎
月
の
納
入
で
は
な

い
の
か
？
困
ら
な
い
の
か
？

(

回
答)

毎
月
納
入
し
て
い
る
組
合
は
少
な

く
執
行
手
続
き
の
都
合
だ
と
思
う
が
一

括
納
入
が
多
い
。
繰
越
金
が
あ
り
、
財

政
的
に
は
困
っ
て
は
い
な
い
。

【
佐
藤
】
一
人
だ
と
出
に
く
い
の
で
代
議

員
選
出
基
準
を
変
更
し
て｢

１
～

人
20

を
二
人｣

に
し
て
は
ど
う
か
。
生
保
裁

判
も
支
援
を
。
田
名
部
匡
代
候
補
は｢

戦

争
法｣

で
な
く｢

安
保
法
制｣

廃
止
と
訴

え
て
い
る
、
議
案
の
表
現
を
変
え
て
は

ど
う
か
。

(

回
答)

代
議
員
選
出
基
準
は
組
織
・
財
政

検
討
委
員
会
で
協
議
し
て
決
め
た
、
変

更
す
る
の
で
あ
れ
ば
手
続
き
が
必
要
。

ま
た
、
組
合
員
が
二
、
三
人
の
組
織
も

あ
る
の
で
、
現
実
問
題
と
し
て
は
？
生

保
裁
判
支
援
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
。

戦
争
法
と
し
て
い
る
部
分
は
田
名
部
候

補
の
発
言
引
用
で
は
な
い(

地
労
連
と

し
て
の
判
断)

の
で
訂
正
す
る
必
要
は

な
い
と
判
断
。

【
高
橋
】
戦
争
法
廃
止
の
統
一
署
名
に
取

り
組
ん
だ
。
連
絡
会
の
朝
市
署
名
や
コ

ー
プ
前
で
の
取
り
組
み
に
結
集
し
、
組

合
員
が
集
め
た
分
と
合
わ
せ
て
７
２
３

筆
に
達
し
た
。

【
兼
田
】
年
金
積
立
金
は
ハ
イ
リ
ス
ク
運

用
で
５
兆
円
の
損
失
。
１
０
０
万
署
名
、

年
金
違
憲
訴
訟
に
取
り
組
み
６
月
17

日
の
第
１
回
口
頭
弁
論
で
は
原
告
席
に

座
っ
た
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
現

役
も
大
変(

年
で
３
割
削
減)

、
若

30

い
人
が
闘
い
に
立
ち
上
が
る
た
め
に
学

習
が
必
要
。
全
労
連
１
０
０
万
署
名
の

県
労
連
・
地
労
連
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
の
か(

や
る
の
で
あ
れ
ば
手
伝
う)

。

単
産
の
取
り
組
み(

宣
伝
等)

は
？

(

回
答)

地
労
連
と
し
て
の
取
り
組
み
は
不

十
分
。
各
単
組
に
署
名
用
紙
は
届
い
て

い
る
の
だ
が
、
年
金
問
題
に
つ
い
て
の

討
議
学
習
が
進
ま
ず
、
署
名
も
集
ま
り

に
く
か
っ
た
。
学
習
の
必
要
性
は
指
摘

の
通
り
。
署
名
に
つ
い
て
は
年
金
問
題

の
今
後
の
取
り
組
み
も
含
め
て
幹
事
会

で
議
論
し
た
い
。

【
寅
谷
、
佐
井
】
年
金
改
悪
に
つ
い
て
の

情
報
は
全
教
か
ら
も
来
て
い
る
が
止
め

よ
う
と
い
う
運
動
は
で
き
て
い
な
い
。

情
報
提
供
は
３
年
前
く
ら
い
で
、
そ
れ

以
後
は
署
名
も
届
い
て
い
な
い
。
昨
年

の
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
統
合
に
つ

い
て
は
怒
り
が
あ
る
。

【
佐
藤
】
労
働
相
談
が
あ
っ
た
ら
、
教
え

て
下
さ
い
。

(

回
答)
相
談
は
県
労
連
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ

オ
ン(

地
域
労
組)

と
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
解
雇
問
題
や

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
統
合
に
か
か
わ
る
年

金
相
談
も
あ
っ
た
。
相
談
は
、
常
設
窓

口
が
あ
る
県
労
連
に
直
接
行
く
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
。

【
田
村
】
支
部
に
は
青
年
が
１
割
程
度
い

る
が
、
会
議
に
も
レ
ク
等
に
も
参
加
し

な
い
。
支
部
役
員
の
世
代
交
代
の
問
題

も
あ
る
。
若
い
人
と
一
緒
に
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
を
探
求
し
状
況
を
変
え
て

い
き
た
い
。
組
合
活
動
の
や
り
方
を
変

え
る
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う
。

【
寺
下
】
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
考
え
る

三
八
の
会
の
活
動
は
学
び
が
あ
り
、
楽

し
い
。
職
場
に
不
満
は
あ
る
が
、
組
合

員
が
増
え
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ん
だ

ろ
う
？
勤
務
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク
が
始

ま
り
小
学
校
へ
の
英
語
導
入
や
道
徳
の

教
科
化
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
職

場
は
大
変
だ
。

【
中
道
】
組
合
に
参
加
し
、
人
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
楽
し
い
こ
と
も
大
事

だ
と
思
う
。
全
職
場
に
組
合
活
動
募
金

を
お
願
い
し
、
毎
年
多
額
の
募
金
が
あ

る(

管
理
職
も
協
力)

︱
組
合
新
聞
の
配

付(

年
３
回)

の
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

原
水
禁
世
界
大
会
に
二
人
が
参
加
を
予

定
、
平
和
教
育
に
役
立
て
て
貰
い
た
い
。

【
市
川
】
組
合
結
成
か
ら
や
っ
と
１
年
が

月

、

の
両
日
、

10

22

23

三
沢
市
で
日
本
平
和
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
平
和

大
会
は
、
日
本
の
平
和
を
脅

か
す
根
源
の
日
米
軍
事
同
盟

と
米
軍
基
地
を
な
く
す
こ
と

を
め
ざ
し
、
広
範
な
労
組
・

平
和
・
民
主
団
体
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
毎

年
開
か
れ
て
い
ま
す
。
三
沢

で
の
開
催
は

年
前
に
続

22

い
て
二
度
目
。
県
実
行
委
員

会
や
三
八
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
て
大
会
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
実
行
委
員
会
は
県
内
６
０
０
人
、
三

過
ぎ
た
。
有
給
の
問
題
や
残
業
の
こ
と

で
は
他
組
合
か
ら
の
相
談
も
あ
る
が
、

市
営
バ
ス
労
組
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
つ

つ
、
他
組
合
役
員
に
相
談
す
る
よ
う
に

と
話
し
て
い
る
。
７
月

日
に
定
期

19

大
会
・
懇
親
会
を
開
く
。
各
組
合
に
も

案
内
し
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
。

議
案
は
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
役
員
選
挙
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

議

長

中
道
博
章(

県
教
組
・
再)

副
議
長

山
田
優
一(

年
金
者
・
再)

事
務
局
長

新
岡
武
信(

年
金
者
・
再)

同
次
長

中
屋
敷
泰
一(

年
金
者
・
新)

幹
事

田
村
儀
則(

高
教
組
・
新)

幹
事

松
村
菜
緒
子(

全
医
労
・
再)

会
計
監
査

畠
山
和
正(

年
金
者
・
再)

会
計
監
査

佐
井
誠(

県
教
組
・
再)

八
か
ら
１
２
０
人
の
参
加
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
７
月

日
に
開
催
さ
れ
た
三

14

八
実
行
委
員
会
で
は
、
各
団
体
・
労
組
の

参
加
目
標
が
議
論
さ
れ
、
１
２
０
人
の
目

標
達
成
を
前
提
と
し
た
数
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
県
本
部
組
織
か
ら
の
要
請
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
い

目
標
設
定
を
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
、

自
家
用
車
相
乗
り
で
の
参
加(

宿
泊
は
し

な
い)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

7/30階上町で


